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退 官 に あ た って

貴 重な1か ぐらおか1の 紙面 をさいて頂 き、退官

の ご挨拶 を申 しLげ る機会 をお与え下 さった 「編集

小委員会」の皆様 の ご高配 に厚 くお礼を申 しLげ ま

す。

6月30日 付 けを もち ま して、任期満rに と もな う

1限 り退職1を 致 しま した。

平成3年7月1口 よ り6年 間 にわた って教授会 ・

事務局を は じめ全学 の皆 さんよ り頂 いた ご協力 にあ

らためて深甚の謝意 を表 させ て頂 きます。

この6年 間 をかえ りみま して、 まず脳裡 をかすめ

るのは附属病院 におけ る 「看護婦不足」問題で した。

'杓戊2年iz月 頃か ら
、¥II成3年3月 にか けて看護

職 員に定 員の10%強 とい う、今で は想像 も出来な い

ような大量の欠員 を生 じ、苦肉 の策 と して、手術件

数の抑制、4階 ・5階 病棟 の稼働病床数を半減 させ

ることにな り、 「道新」 は1旭 川医大病院、看護婦

不足のためlCU閉 鎖1と 大 きな見出 しで、セ ンセー

ショナルな取扱 いを し、 わが旭川医人 は重大 な局面

を迎 えるに至 りま した。

この原因 は、札幌市 で病院病 床数 の 「総枠 規制 」

が実施 され ることにな り、私 的病院が駆 け込み増床

に走 り、結果 と して、 わが医人病院看護部 は、 まさ

に1草 刈 り場1と な って しま ったためです。

したが って学 長就任挨拶 に参上 して も、祝 いの 言

葉で はな くて、異ll同 意 に 「いや、大変 な時期 に学

長 にrノ」 であ りま した。

しか し学長室 で、 ぼやいて ばか りはお られず、当

時の樫野局長 と文部省 文教施設部へ 「お百度」を踏

み、看護婦宿舎 の改築 を要請 しま したが、担当官 の

姿勢 は固 く、 「築17年 に しか な らない医大 の宿舎 よ

り、 もっともっと老朽化 の進 んで いる東大や北大 の

看護婦宿 舎を さておいて先行 す る理 山はない」 と叱

り続 けられた もので した。 しか し 「宿舎 の入居率が

20%に 留 ってい るのは共 同 トイレ、共同 シャワー室

のためなので、なん とか各室 に トイレ、バ スルーム、

第4代帳 清 水 哲 也

システ ムキ ッチ ンを設備す る改修工事を認 めて頂 き

たい」 と要請 を続 けたところ、補i「r算 で8億5,000

万が措 置 され、 各室 に750万 をか けて100室 の改修 一L

事を完成 す ることが出来 ま した。 これによ って市内

の1ワ ンルームマ ンション」へ姿を消 していた看護

婦 さん達 が人居 を始 め、人居率 は 挙 に90%台 へ と

上昇 しま した。 この改修 工事によって開始 された石

護 要員確保作戦 に 「追 い風」が吹 き始めたのであ り

ます。 国立札幌 ・道北 の両病院 の 「定員外看護職員」

の存 在が厚 生省 の知 ると ころ とな り、 両病 院 と も

「新規採用」 が禁il:さ れ、結 果 と して両病 院 附属高

等看護学 院卒業予定 者が一斉 に本院へ応募 して くれ

たため に1欠 員問題1は 解決 をみ ま した。

この看護婦 問題 で奔走 してお りま した際に、痛 切

に感 じま したのが、看護 要員養成施設 のない1新 設

医大1の 「脆弱1さ であ りま した。 そ こで 「看護学

科」 設嗣に向け、本格的 な取組みを開始致 しま した。

さいわい、 文部省の強力 な指導 と関係 者一祠 の必死

の努力によ って、 咋年度 よ り発足 し、本年度 は教授

7、 助教授3、 助手5が 措置 され、6階 建 の大規模

i二事の 「半分」 が1期 工 事と して着工をみ るに至 り

ま した。 看護婦確保対策奔走 に始 まり、看護学科開

設 に明 け暮れた6年 間で したが、全学 の皆様 よ り頂

いた ご理解 、 ご協力に深謝 して欄筆致 します。
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学長 に就任 して

このたび本学の学長を務めることにな りま した。

浅学菲才の身に余る重責でありますが、誠心誠意職

務を果たしたいと念 じております。
ご承知のように近年の医学の進歩は、わが国に急

速で未會有の高齢化社会 と慢性疾患、特に生活習慣

病が主体となる疾病構造の変化をもたらしま した。

さらに情報化社会の進展に伴い、国民の医学医療 に

関する理解が進み、より質の高い医療が求め られる

ようになっております。 これらは同時に限 りない医

療の拡大を意味するものであります。
一方

、国の財政事情の逼迫から、医療保険制度の

改革や医師過剰の問題を含め様々な医療費抑制策が

論議 されております。 さらに関連 して、国立医科大

学あるいはその附属病院の民営化ないしスクラップ
アンドビル ドといった手荒いことも話題に上る世の

中になりました。

医学医療をめ ぐるこのような社会的環境の変化に

加え、数年前に行われた大学設置基準の改正は、各

大学に多様で個性ある教育を自由に展開 し、大学の

活性化を図るよう求めております。
っまり、国立医科大学は医学 ・医療の急激な変化

に伴う社会の要求に適切に対応 し、かつそれぞれの

大学が特色ある存在を示すことが問われていると言
えましょう。

このような見方から、本学が当面 していると思わ

れる課題を掲げ、私たちの到達目標あるいは努力目

標にいたしたいと考えております。
1.医 学教育について

まず選抜方法ですが、 これまでのや り方に加え、

推薦入学(平 成10年度より)・4年 制コース(学 士

入学)の 導入を図ります。 これは、医学 ・医療に従

事 したいというはっきりしたモチベーションを持つ

人をより多 く入学させ、社会の求めに対応 しようと

いうものです。

入試制度の改革につなげて、卒前の医学教育には

従来の講義形式に代 り、チュー トリアルシステムあ

るいはクリニカルクラークシップといった問題 自己

解決型学習と呼ばれる方式を取 り入れたいと考えて
おります。本学での実施には、学士入学と絡みカ リ

キュラムの全面的な改訂が必要 となると共に、マ ン
パワーが大 きな問題 となります。

その対応策として、臨床(あ るいは研究)指 導教

官の導入が考え られますが、 さらに医員 ・研修医を

含む幅広い要員の確保が必須 となります。

早期に医学医療に馴染ませるア・一リーエクポージャー

あるいは卒前学外実習、さらには国際的視野を持っ

ことの重要性か ら短期体験留学や単位互換性を含む

学 長 久 保 良 彦

海外留学などは、是非早 く実現させたい課題であり

ます。

2.看 護教育について

看護学科の教官の整備、カ リキュラムの充実を更

に進めると共に、大学院開設に向け準備を進めます。

3.研 究について

研究は本学の将来を支える大 きな柱であることは

申すまでもありません。本学の研究活動の一層の活

性化を目指 し、 これまで学科目、講座で進められて

きた研究に加えて、相応 しいテーマを選んでいただ

き、学内に時限付きでそのテーマに取り組む研究 グ
ループを作 りたいと考えています。そ して研究テー

マを主題 とする 「旭川医科大学 シンポジウム」を国

内外の研究者を招いて開催 し、研究の評価、さらな

る研究の高度化を目指 します。

また、中央研究施設の一層の充実を図 りたいと考

えております。

4.附 属病院について

大学附属病院は、健全な経営 と共に高度先進医療

を適用 しなければならないという宿命を負わされて

おります。国の財政再建が叫ばれている折柄、今後

ますます病院の収入増が求め られましょう。 また、

附属病院には地域社会の医療 に責任を持っ広域社会

的サービスが課せ られてお りますが、特に、道東 ・

道北 という広範な地域を診療圏とする本学附属病院

の特徴を考慮に入れた対応をしなければなりません。

アメニティの改善、学内LANを 利用するインテリ

ジェントホスピタル化が急がれます。

また、専門分野が高度化する一方、患者中心の総

合的なプライマ リケアの重要性が叫ばれております。
このような状況は明らかに現在の講座別診療体制で

は対応が難 しくなっていることを示す ものでありま

す。卒前 ・卒後臨床研修の観点からも、その再編と

機能強化は緊急の課題と考えられます。

具体的には、総合診療部の新設、診療科の増設と

臓器別診療 システムの導入、特殊機能センターの新

設(例 えば健康科学広域総合医療情報センター、ラ

イフサポー トセンター、他)な どが挙げられます。

これらの課題の多 くは、その解決に予算と人手の

面から厳 しい縛 りを受け、大 きな困難を伴 うことが

予想されます。 しかし、積極的な対応が急がれるも
のばかりですので、学内のコンセンサスと協力を得

ながら全学的な問題 として一っ一っ解決に向か って

努力 し、21世 紀における旭川医科大学のさらなる発

展を期 したいと存 じます。
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副学長

今の世の中 は全ての分野 が急速 に変化 し、 っ の

変化 が終息 しない うちに次の変化が始 まる目まぐる

しい時代 であ ります。本学 附属病 院 は開院以来20余

年 を経過 します が、道北、道東地域の特定機能病院

と して、常 に高度 な先進医療を提供 し、 同時に医師

養成の教 育病院 として の役 目を担 って きま した。 し

か し最近 は大学病院 といえ ど もその在 りノJが議論 さ

れ、取 り巻 く環境が次第 に厳 しさを増 して います。

その1-、 行政改 革の ・貰 と して大学病院 の民営化 が

取 りLげ られ、大学 病院がその使 命を達成 す るため

の創意il夫 が強 く求 め られて い る現状 にあ ります。

この ような時に、 はか らず も本学 附属病院長 の大役

を仰せっか り、任務 の 弔大 さと責任 の重さを痛感 し

て居 ります。 何卒よろ しくお願 い申 し上 げます。現

在の医療 はその構造 が 多而化 して居 りますが、 それ

と人学病院の将来 とを重 ね合わせて考える時、次 の

4側 面を考慮す ることが重要である と考 えます。っ

まり医学 の科学技術 面、医療 にお けるサ ー ビス面、

医の倫理而、 そ して医療 の経済 的側面 であ ります。

(1>科 学技術而 にっ いては電f工 学 などに支 え ら

れた医療 テク ノロジーが格段 に進歩 し、診断治療 は

客観的計測的 デー ターを基に疾患の病態が推論され、

治療方針が決定 され る図式 にな って居 ります。 した

が って、 大学 病院が今後 とも高度水準 を持続す るに

は(こ れが大学病院 の最 も重 要な使 命で すの で)、

医療設 備、医療機 器の整備 は勿論 の こと、診療 シ ス

テ ムの再編成、 チーム医療 などを考慮 し機能強化を

図 ることが必須 であ り、学 内情報 シ ステムの一層の

高度化 や増改築 による スペー スの確保が併せて重要

であ ります。 これ らの問題解決 には 予算 と人 員の面

か ら厳 しい縛 りを受 け、 多 くの困難 を伴 います が、

私 は時代 の要請 に応 じた積極的姿勢を1'1き たいと考

えて居 ります。(2}医 療 サー ビス面で は医療 が人

間に接 す るサー ビス業 と して の ・面があ り、公共性、

公平性 に加 えてー命 人体へ の直接性があ ります。 そ

(附 属 病 院 長)

就 任 に あ た って

4

副帳 牧 野 勲

れゆえ、 リスク管理 による リスク発牛 防1ヒを行 い、

良質 な医療 サー ビスの提 供に心 がけ、 一ノ∫において

患者環境の整備やアメニテ ィの向上に努めたいと思 っ

てお ります。(3)医 の倫即 を守 るため本学 の倫理

委員会 は幾っかの課題 を討議 して来 ま した。医師 と

患 者間 の信頼関係の構築 は医師 の適確 な医療行為 と

イ ンフ ォーム ドコ ンセ ン トの真意徹底が キーポイ ン

トで あ りますが、近 い将来 には診療報酬明細膚(レ

セプ ト)や カルテの開示 請求 もあ りうると思われま

すので、それ らに対 す る具体的対応策 も考えておか

ねば な りません。(4)経 済的側而ですが、医療技

術が進歩 し、医療 レベ ルは向 ヒするに伴 い実質 コス

トが高 くな り、国民 医療 費が次第 に財政Lの 問題 に

なって、 これ らに対 す る保険制度 の抜本的改 革が問

われて います。現 在の人学病院 は これ まで とは違 っ

て点検評価が毎年 行われ、 文部 省か らその運営 にっ

いて ・層の改善努 力が求 め られ てお ります、,具体 的

には病院収 入増 のために病床稼 働率 の ・層 の向 ヒ、

病床有効利川、職 員配置 のiu直 し、医薬品や1矢療材

料の購人費の軽減、在庫管理 の適i化 などであ りま

す。L記 の外に、大学病院 は医師の教育研修の場 で

ありますので、研修成 果が挙が るよう体制や方式 の

見直 しも大 切であ り、最近 は医師のみ な らず医療 人

養成の場 であ ることも強調 されて います。

この ように本学 附属病院 の現時点 にお ける問題点

を 考え るとき、本学病院 は今ま さに転 換 期 にあ り、

病 院長 と しての責務 が」卜常 に重 いことをri覚 してお

ります。 本学 附属病院 の発展の ため に、皆 さまの ご

協 力 とご理解 を賜 りた く何卒 よろ しくお願 い申 し ト

げ ます、,



教授就任の挨拶
一求む!情 熱ある大学院生一

旭川は自然が豊かな素晴 らしい町です。私が着任

したとき(2月 中旬)す べてが雪の中で、滑 らない

よう足下ばかりを見て歩いていました し、教室作 り

に一生懸命で周 りをみる心の余裕もありませんで し

たが、雪が融けるにつれて雪の下か らいろいろなも

のが顔を出し、毎日小 さな発見がありました。まだ

寒いある日、道端にクロッカスの花が咲いているの

を見っけたとき、私が2年 間暮 らした英国ケンブリッ

ジにある トリニティカレッジの裏庭一面に、やはり

まだ寒い中、春を告げるかのように咲いていたクロッ

カスを思い出しました。 ここは英国の風土と似たと

ころがあるのではと思 っていたところ、一斉に咲き

はじめる花々、さまざまな色が張 り合わされた柔 ら

かな丘、大 きな円筒形 に束ねられた牧草、構内の芝

を刈る音 と刈 った後の草の匂い、英国のケンブリッ

ジ郊外の風景の断片があちこちに見 られるではない

ですか(こ れで英国風のパブリックハウスが大学の

横にあれば最高なのですが)。

さて、遅れましたが私は昨年3月 をもって退官さ

れました小野一幸教授の後任 として本年2月16日 よ

り解剖学第一講座を担当することとなりました。前

任地は、大阪大学で解剖学第二、神経解剖の二っの

教室で助教授を務めた後、本学へ着任いたしました。

こちらではマクロの解剖を担当 しております。研究

の主要テーマは損傷神経の生存 ・維持 と再生 ・機能

回復です。私 は免疫組織化学やinsituハ イブリダ

イゼイション法を用いて、伝達物質や受容体の局在

を明 らかに し化学的な神経回路の解明に関する仕事

を以前行っておりました。その後、研究の広がりに

つれて他の分野への興味が広がってまいりま した。

しかし、私の興味の広がるスピー ドをはるかに凌 ぐ

勢いで世の中の学問は激動 しております。新たな分

野が生まれ急速に発展 したかと思えば、旧来の分野

が しぼんで しまいます。一方、解剖 ・生理 ・薬理な

ど学生に対する教育 は厳然 とした講座制が しかれて

解剖学第一講座 教授 木 山 博 資

お ります。研究 のダイナ ミック性 と体系 だ った学問

を教 える講義 のスタテ ィック性 の間 に生 じる活断層

は、 どの分野で もエネルギーを蓄 えて いるので はな

いで しょうか。基礎医学 の中で最 もエネルギーのた

ま っている活断層 は多分解剖学 なので はないで しょ

うか。従 って、研究 の幅 ・自由度 は極 力増や し、一

方教育 は体系 だ った学問 を教え ることは当然ですが、

一部 に流動 的かっ学際的 な自由度の高 い部分 を確保

してお くことが大事 なので はな いで しょうか。

昨 日届 い た雑 誌ScienceのNews&Commentに

「U.K.Universities:TheEndofEquality」 と題

した コメンタ リーが掲載 されてお りま した。英国 で

は財政難 のお り、 すべての大学 を予算面 で平等 に取

り扱 うのではな く、 い くっかのエ リー ト大学 に重点

的に研究予算 を配分 した らどうか、 とい う内容 を含

む報 告で した。現在 日本 で も大学院 の重点化 が進ん

でお り、英 国 と同様 の道 を歩 もうとしているので は

な いで しょうか。 その コメ ンタ リーのなか にあ った

"Nosoftoptions"と い う言葉 が強烈 な印象 を与

え ま した。 私 はまだ新米教授 で、 この辺 の世 の中の

動 きが よ くわか らない ことが多 いのですが、 間違 い

な く目の前に迫 りつつあ る大学 の"ビ ックバ ン"に

対 し、解剖 学第一 講座 は果た して耐 え られ るだ けの

強 さを持 って いるのだ ろうか、 本当の ところかな り

不安です。 教室の整備を進めなが ら、 どうや った ら

国際的 に競争力のあ る足腰の強い教室 にで きるのだ

ろ うと考え る日々です。 多分、一 っ の答 え は 「人」

だと思 います。な るべ く早 い時期 に旭 川医大 の学生

さん と じっ くり付合 って、 よい 「人」を育 てたい と

思 って お ります。そ こで、最後 に本紙 面をお借 りい

た しま して宣伝を させて いただ きます。 「第一解剖
　 　 　 　

は神経科学に興味のある情熱ある学生 ・大学院生を

大募集 しております!」 皆さまよろしくお願いいた

します。
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教授就任 にあ た って
(基礎医学およびパラメディカルとの関係)

本年2月16日 付けで初代竹光義治教授の後任 とし

て整形外科学教室を担当することになりました。新

任の挨拶をかねて、"臨 床 と基礎"、"臨 床 とパラ

メディカル"に 関 して日頃感 じていることを述べた

いと思います。

私は、昭和46年 に北大卒業後第二病理学講座に7

年間お世話になってから、整形外科に入局しました。

臨床医を志す学生 さん達にとって卒業後基礎医学の

講座に入 ってから臨床の講座に入局することが良い

のか、臨床の講座に入局 しある程度臨床の専門医に

なってか ら基礎の講座で実験などを行 うことが良い

のかは、非常に迷 うところだと思います。

私 は当時の第二病理学講座では病理標本 ・電顕標

本の作 り方か ら剖検までの診断病理学全般に従事 し、

その間の約2年 間は北大病院検査部病理で病院全科

からの病理組織標本の診断に従事 し各科の病理標本

全ての診断を経験出来たことは今で も非常に役立っ

ています。 もし整形外科を学んでか ら病理の教室へ

行 ったのであれば、その興味の対象は骨 ・軟部腫瘍

だけになり、非常に狭い分野の病理学だけを学ぶこ

とになっていた様な気がします。

一般に臨床に所属するより先に基礎の教室で実験

を行う長所としては、年齢的に若い内に実験をスター

ト出来 るため若い脳みそによる臨床とは離れた全 く

斬新なアイデアの出る可能性があり、基礎的な実験

器具 ・器械に精通する機会が多いためデータの信頼

度が高 くなることなどがあげられますが、一方短所

としては、臨床応用の利かない実験に陥る危険性が

高 くなること、臨床に戻 ってか ら同期の臨床医より

臨床手技が劣ること、基礎の深みにはまりこみ臨床

に戻る機会を逸することなどがあげられます。

さてこのどちらが良いので しょうか。結論として

私は将来的に臨床医を志す学生さんでも基礎的な研

究を十分にしてか ら臨床に行っても良いと思います。

アメ リカでは医学部在学中の夏休みなどに基礎的な

整形外科学講座 教授 松 野 丈 夫

実験を行 うことが多い様に、若い内に基礎的研究の

世界に触れることは非常に良 いことだと思います。

また先に短所としてあげた、臨床応用の利かない実

験に陥る危険性が高 いことに関 しては、臨床の教室

と{・分なコンタク トをとりながら実験を行 うことで

ある程度防 ぐことが可能です し、将来良い臨床医に

なれないということは迷信にすぎません。 ただ し、

基礎の実験が面白くなり、臨床に戻る機会を逸する

ことは十分あり得 ることですが、それはそれで良い

のではないで しょうか。

臨床医としてパラメディカルの分野に精通するこ

とは必要です。私のパラメディカル分野とのつきあ

いは、卒業間近の6年 目の夏に始まります。当時外

科系の臨床医を志 していたこともあり夏休み期間を

利用 してある総合病院の外科にお世話になりました。

しか しながら、予想 とは裏腹に、"君 たちは外科に

いるより、検査部にいた方が学ぶことが多い"と い

う外科主任部長の一言で、我々は病院の検査部で血

液 ・生化学などの検査をや らされたので した。最初

は若干の不満 もあった私で したが、そのうちに検査

技師の方々と親 しくなり、検査データが如何にして

出て くるのかに興味を惹かれるとともに、技師の方々

の医療に対する考えかたや医療あるいは医者に対す

るうっ積 した不満などを聞 く機会を得たことは貴重

な 体 験 で した 。 近 年 各 大 学 でearlyclinical

exposure(ECE)と 称 して大学入学後す ぐの学生

さんに医療の最前線(看 護 ・救急など)で の経験を

させることが始まりましたが、非常 に良いことだと

思 っております。夏休みなどに臨床講座を見学する

学生さんは多いと思いますが、検査部などパラメディ

カルでの経験をしてはどうで しょうか。そのことは

その後の臨床医 としての人生で大いに役立つと思い

ます。
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教 授 就 任 にあ た って

地域保健確 備 座 教授 望 月 吉 勝

本年4月 より、看護学科地域保健看護学講座を担

'11することとな りま した
。 昨年開設 され たばか りの

看護学科 を創 りあげてい くとい う任務の重 さに身の

引 き締 まる思 いです、,

私 は、旭川で生 まれ育ち、北大理学部で生物学を

学 びま した。大学院で はアイ ソザイムの研究 に携わ

り学位取得後、本学 の医学科公衆衛生学講座助 丁と

して採川 されま した。 本学 に移 ってか らは、弔金属

の毒性学 的研究 に携わ ってお りま したが、公衆衛生

の 目的の うちで も、特 に健康増進 につ なが る仕事を

したい と思 い、健康教育学 と疫学 の研究 に取 り組ん

で きま した。

健康教 育は、 予防医学 でい う第1次 予防の うちで

も第1次 のノ∫法です、,牛涯 にわた る健康を考えると、

や はり、rど もの時か らの健康的 な ラィフ スタィル

の確 、r.が人切です。 そ して、学校 における健康教育

の充実 が必要です。 そ こで、学 校保 健学 、教 育学 、

心理学 、f防 医学 などの分野の人 たちと、学際的共

同研究 を行 って きま した。 まず、小 ・中 ・高校生の

ライフスタイルの現状を知 るために、9都 道府県で

調査を行 いま した。次 いで、学校 において有効 な健

康教育を実施す るため に、教育 プログラムづ くりに

取 り組 んで きま した。

こう した健康教育 は、あ るとき外部か ら講師 を呼

んで講演 会を開 けばいいとい うものではあ りません。

学校現場 でll々 教育 にあた ってい る教師 が出来 る も

のでなければな りません。 そ こで、 この研究 グルー

プ1こ催で、学校現場の教師のための ワーク ショップ

を6年 前か ら開 いて います。 また、学校 だけで 出来

ることで もないので、家庭 ・地域 と連携 を日指 した

試み も、人阪府 のある小 さな町で行 っています。

いろいろの分野 の人たちとの共 同研究 は、異 な っ

た見ノ∫・考え方や研究手法を知 ることが出来、有意

義 な もので した。 また、やや若手 か ら中堅 くらいの

年齢層(た だ し、共ILII研究の スター トの時点で)の

仲間 と して、和気 あいあい と、 そ して仕事 には厳 し

く取 り組 めた ことも、得難 い体験 で した。

内外 の関連学会 で ネッ トワー クを広 げてい くなか

知 り合った英国 マンチェスター大学のArmcCharltOI、

教授 の もとで、文 部省在外研究員 として10ヵ 月間 も

自分の仕 事だけに 専念 で きたの も貴重な体験で した。

Charlto11教 授 が主 宰 す るCRCEdllcatic)n&Child

StudiesResearchGroupは 、医学 部 の中 の公衆 衛

生 ・疫 学科 にあ ります。CRC(CancerRes〔'arch

Campaign;癌 研究活動 財団)は 、癌 制 圧 を 目指す

全英規模 の団体で して、この研究 グループのメンバー

は、マ ンチ ェ ス ター人学 の職 員です が、研 究費 は

CRCが 出 してお り、寄付講座にあた るの で しょう。

この研究 グループのボ スもサ プ ボ スも女性 で して、

総勢10人 ほ どのメ ンバーの うち、男性 は私 を含めて

も3人 だけで した。 しか し、仕事 に女性 も男性 もな

いとい う雰囲気で した し、 ボ スの 人柄 も相侯 って、

快適 な留学生活 で したQこ の経験 は、看護学科のな

かの数少 ない男性教官 として生 か して いけると思 い

ます。

さて、創生 に参加 出来 るとい うのは、 なか なか機

会のあ ることではあ りません。思 い起 こせば、私が

本学 に赴任 したの は、医学科 の1期 牛 が卒 業す る年

の2月 で した。 公衆衛生学 は4年 生 で履修 の ため、

初期 の卒 業牛 たち とは、授業 な どでは直接会 って い

なか ったのですが、彼 らの活躍 を うれ しく思 ってい

ま した。 さらに遡 れば、私 が北 大に人学 した年 に歯

学部 が新 設 され、何 ヵ月か遅 れで入学 して きた彼 ら

が1期 牛 と して 自ら歴史 を創 ってい く様 を見 て、羨

ま しくもあ りま した。新設 看護学科 の歴 史を創 って

い くというロマ ンを胸 に頑張 ってい きたい と思 いま

す。
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三 つ の転 機(就 任 にあたって)

薬剤部 教授 松 原 和 夫

平成8年3月 に ご退官 され ました稲垣俊一先生 の

後任 と して、 平成9年8月1口 付 けで薬剤部長 とし

て島根医科 大学 より赴任 して参 りま した。薬剤部長

と しては3代 目、薬剤部教授 と して は初代 にな りま

す。

私 は、大学時代 と留学 して いた時期 を除けば、出

生以 来神々の国 ・島根県出雲地方で過 ご して参 りま

した。 ほぼ40年 を過 ごした故郷を離れ、地理 的 ・気

候的に人 きく異なる北海道の地 に赴任 す るこ とは、

私 にと って一っの人 きな転機 とな りま した。 旧暦 で

は10月 は神無月ですが、出雲地 方では神在月となり、

全国か ら8百 万の神 々が出雲 人社に集 まってい らっ

しゃいます。 赴任に当た って、 神様 の ご利 益少 しで

も第=の 故郷 にな るであろ う旭 川の地 に運 べた らと

思 った次第です。

昭和53年 に京都大学薬学 部を卒業 し、 島根 県の 目

本海沖合 に浮かぶ隠岐諸島にあ る[本 ・小 さな保健

所にほぼ1年 間勤務 してい ま した。小 さな職場 で し

たか ら、イ1事にあた って は活字 が指導 者で した。 当

時 は、京都か ら直接隠岐の島 に向ったものですか ら、

後醍醐 天阜のよ うだ と思 ったものです。 しか し、今

か ら思 えば、 その約1年 間の経験 が、 それ以後 の人

学 での仕事を進めて行 く ヒで人 き く役 に立 った と思

う次第です。 その後、島根医科 大学法 医学教室 の開

講 に前後 して入局 し、旭 川医科 人学赴任 までの18年

余 りを島根医科 大学 に奉職 してい ま した。 その間 の

平成2年 か ら3年 にかけて は、 米国 シカ ゴの ロヨラ

大学医学 部生化学教 室に留学 して いま した。法 医学

教室在職中 は、昨今の推 理小説 やサ スペ ンス物 のよ

うな出 来事は少な く、 もっぱ ら実験室 で試験管 を振

る毎 日で した。 研究 は、 薬物 および内因性活性物質

の微量分析方法を開発す ると共 にそれ らの生体 内で

の分布 ・代謝 ・毒性な どを研究対象 と して来 ました。

近年 は、神経化学 的な研 究を重点 的に行 い、その中

での主 な研究 はパー キ ンソ ン病 に関連 した研究です。

具体的 には、 自然発症性 のパ ーキ ンソン病の発症原

囚物質候補 と して β一 カルボ リン類 を提唱 し、その

化合物の活性化 機構 および煮性 発現機構の研究 を進

めて来ま した。 また、薬剤 による健忘症な どに も興

味 を持 ち、健忘 時の海馬 におけるグル タミン酸の伝

達 などの研究を行 って来ま した。 このように、島根

医科大学在職中 はもっぱ ら研究生活 にイ1事の大'rを

費や して来 たものですか ら、医療現場であ る附属病

院薬剤部への転 任 は、 私に とって もう ・っの大 きな

転機 となりま した。

また、近年医療 を取 り巻 く環境が 大変厳 しい こと

は皆様 ご承知 と思い ます。 中で も、病院薬剤部にお

ける薬剤師の業務 は激 変 しっ っある過渡期 にあ りま

す。っ ま り、 これか らの薬剤 師には、 これ までの仕

事の上 に、医師 ・看護婦 の皆様 と共同 して医療 を積

極的 に担え るような能 力が必 要 とされ るよ うにな っ

ています。 その上、人学病院 の薬剤部 にお きま して

は、 業務 の他 にも教育 ・研究面 に もこれ まで以Lに

カを注 ぐ必要が求め られてい ます。 その他、薬剤師

の職能の変化 に伴 っての薬学教育の改革が求め られ、

大学病院 の薬剤部 は薬剤師の卒前 ・卒後教育の場 と

して大 きな比重を占めるようにもな っています。従 っ

て、医学部附属病院薬剤 部に とって も、現在人 きな

転機 を迎 えて います。

このよ うな私 自身の人 きな=っ の転機 と着任部門

の人 きな転機が、 うま くかみ合 って旭川医科大学 の

発展 に少 しで も寄与 できれば と考えている次第です,,

最後 に、皆様方の ご指導 な らびに温か いご支援 をお

願 い申 し上 げ、着任の挨拶 と致 します。

8



舞鑛麹難璽轄嚢 璽1
医学科第1学 年 阿部 展子

ここ旭川で私の2度 目の大学

鰍 生活がスター トして半年になろ

うとしています。旭川医大に入

学できていちばん喜んでくれた

のは両親で した。法律の勉強か

ら医学の勉強という文系か ら理系への私にとっては

大変困難な転換 も心から応援 して くれ、幾度か挫折

しかかった私をいつ も温か く見守 り激励 してくれま

した。そんな両親への感謝の気持 ちを持ちつづけ、

学業に励みたいと思っています。

将来進みたい分野はまだ自分の頭の中に漠然 とし

か描かれていませんが、脳死や臓器移植、告知、末

期医療のあり方など、社会的に様々な問題が提起さ

れている中で医師を志すことに、今か ら責任の重さ

を感 じています。これ らの問題はその是非を二者択

一で論 じられるものではありません
。そこでは法的、

倫理的な問題や心のケアのあり方などを も考慮 した

多面的な物の見方が必要 となってくるで しょう。医

師に求められるのは最先端の知識や高度な技術だけ

ではなく、いろいろな問題を考えあわせて全体を見

渡す広い視野 と、人をいたわり思いやる気持ちでは

ないで しょうか。今後医学を勉強 しその知識を身に

っけていく一方で、人間の生命に直接かかわる者と

して、内面的にももっと成長 していかなければ、と

思 っています。

私はこの自然豊かな旭川で、学生時代という貴重

な時間を再び持っことができました。これを、いろ

いろな人達と出会い、た くさんのことを学び、視野

を広げるための時間として有意義にっかいたいと考

えています。

多様な価値観が混在する現代社会においては、各

人の死生観、医療観 も様々でしょう。いずれ自分の

進む分野は決まると思いますが、その時は、それぞ

れ異なる考えや感情を持 った患者さんひとりひとり

と理解 し合い、心を通わせることのできるような医

師になりたいと願 っています。

{

[============二 二 .===============二 二二二 二 二 ニコ

毛毛短 辮医 科 嚢霞戴勲認 墜蒙 難 繋嚢、

看獲学科第1学 年 佐々木亜妃

北海道に来て、早 くも6か 月

が過ぎようとしています。東京

で生 まれ育ち、1学 年1,700人

を超えるマ ンモス校を卒業 した

私にとって、旭川医科大学の学

生 と しての生活 は何 もか もが新鮮 です。初 めて見 る

北海道 の空 は とて も広 く、その空高 く聲 える山 を見

ては 「本当に青 い!」 と感動 しま した。同 じ目的を

持っ良 き仲間達 と川会い、講義 や グループワークを

通 じて学 び、語 り合 うことで新 しい生活や 自分 に看

護がで きるのか とい う不安 は、 「や ってみせ る」 と

いう自信 と希望 に変わ ってい きま した。

大学受験を前 に し、本 当に看護 を学 びたいのか と

考えていた時期 もあ りま した。 そ して、人 間 ら しい

とはど うい う生 き方 なのだろ うか といつ も思 ってい

ま した。酪農の道 に進 み、 自然 と共 に生 きて いきた

いと考 えた こと もあ ります。 しか し、酪農 を営 みな

が らその地域の人 々の健康を守 る力 になれれば、 と

考 えて いる自分 に気がっ き、私が学 びたい こと、 そ

れ は看護 なのだ と改めて実感 しま した。 それをどの

よ うな世界で、 どう活 かすか は、4年 間 じっくり考

えて いきたいと思 います。

北海道 に行 くことに対 し、 は じめ は反対 していた

親 も、 自分の道 を行 くことが どんなに大切 な ことか

を、そ っと教 えて くれ ま した。私 の夢 を支 えて くれ

る家族 に、帰 るたび成 長 してい る姿 を見 せたい。 そ

して、 目標 を見っけた時の勇ま しい気持 ちを忘れず、

「このチ ャンスを逃 してな るものか!」 といっ も自

分 を励 ま してい きたいです。

今、私達看護科2期 生 は、人間 につ いて様 々な角

度 か ら学 んでいます。人間 につ いて学ぶ ことで、 自

分 を しっか り見っ めて い く目 も養 な って い きたいで

す。又、60人 の仲間 と助 け合 い、切磋琢磨 しなが ら

教官 や先輩、 これか ら入学 して くる学生 達 と共 に、

看護学科 の歴史 を築 く力 にな りたいと願 っています。

i
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灘撫

燗…モ　 甜と酵一

去 る3月25日(火)に 本学 を卒業 した96名 の勤務(連 絡)先 は次の とお りです。

モ　　　 轍h蝉 楠
熈鞠 蹄難

氏 名 勤 務(連 絡)先 氏 名 勤 務(連 絡)先

朝 井 裕 一 旭川医科人学(皮 膚科) 飯 田 祥 ・・ 旭川医科大学(泌 尿器科)

石 井 要 金沢大学医学部(第 二外科) 飯 塚 淳 平 東京女了医科大学(泌 尿器科)

石 川 訓 行 旭川医科大学(第 一外科) 石 川 貴 充 浜松医科大学(小 児科)

井 原 望 札幌医科大学(形 成外科) 伊 藤 規 絵 札幌医科大学(神 経内科)

市 川 寛 樹 東京都立駒込病院(外 科) 稲 岡 努

上 原 浩 文 北海道大学医学部(第 二外科) 浦 上 祐 司

榎 本 紀 之 浜松医科大学(第 二内科) 太 田 聡 県立磐井病院(内 科)

太 田 基 旭川医科大学(第 三内科) 岡 田 優 二 旭川医科大学大学院(内 科学第三講座)

大 水 信 幸 旭川医科大学(整 形外科) 岡 本 年 男 旭川医科大学(小 児科)

小 川 涼 太 新潟大学医学部(放 射線科) 角 田 正 直 旭川医科大学(精 神科神経科)

角 谷 諭 美 旭川医科大学(小 児科) 川 井 基 史 旭川医科大学(眼 科)

加 藤 鮪 司 旭川医科大学(泌 尿器科) 岸 部 幹 旭川医科大学大学院(耳 鼻咽喉科学講座)

加 藤 良 久 旭川医科大学(小 児科) 北 村 展 子 国 、乞仙台病院

金 占 裕 之 北海道人学医学部(第 二外科) KHORLEEWEE 北海道大学医学部(第 一外科)

川L佳 夫 近 藤 啓 介 旭川医科大学(整 形外科)

菊 地 慶 介 室蘭 日鋼記念病院(家 庭医療 学セ ンター) 後 藤 孝 旭川医科大学(耳 鼻咽喉科)

國 澤 卓 之 旭川医科大学(麻 酔科蘇生科) 後 藤 充 旭川医科大学(第 三内科)

後 藤 順 一 旭川医科大学人学院(外 科学第二講座) 佐々木 麻 衣 旭川医科大学(眼 科)

酒 井 良 江 北海道大学医学部(内 科) 佐々木 禎 仁 旭川医科大学(産 科婦人科)

佐々木 寛 旭川医科大学(泌 尿器科) 佐 藤 克 彦 旭川医科大学(皮 膚科)

佐 藤 一 也 自治医科大学(内 科) 沢 口 直 弘 北海道大学医学部(整 形外科)

佐 藤 智 信 旭川医科大学(第 三内科) 自 濱 靖 幸 旭川医科大学(精 神科神経科)

進 藤 基 博 旭川医科大学大学院(内 科学第一三講座) 菅 沼 信 也 東京女子医科大学(腎 臓内科)

菅 原 亮 一 旭川医科大学(眼 科) 関 口 真 弓 北海道大学医学部(内 科)

鈴 木 英 章 札幌医科大学(麻 酔科) 高 橋 一 朗 旭川医科大学(皮 膚科)

鈴 木 由香里 北海道大学医学部(麻 酔科) 武 居 正 明 北海道大学医学部(内 科)

須 藤 英 毅 北海道大学医学部(整 形外科) 多 田 祐 造 旭川医科大学(精 神科神経科)

高 遠 哲 也 浜松医科大学(第 一内科) 田 端 一 某 旭川医科大学(精 神科神軽科)

高 本 秀二郎 旭川医科大学(第 二内科) 塚 田 晴 彦 弘前大学医学部(整 形外科)

武 内 周 平 旭川医科大学(放 射線科) 土 岐 典 子 群馬大学医学部(第 三内科)

田 中 兀 人 人阪市立大学医学部(整 形外科) 中 尾 祥 子 旭川医科大学(第 一内科)

千 葉 直 樹 北海道大学医学部(内 科) 中 出 幸 臣 旭川医科人学大学院(内 科学第二講座)

津 田 麻希子 独rr医 科大学(循 環器 内科) 長 沢 研 一 旭川医科大学(放 射線科)

土 田 英 文 旭川医科大学(精 神科神経科) 西 村 正 人 旭川医科大学(第 一内科)

野 崎 大 司 東京女子医科大学(泌 尿器科) 野 路 武 寛 東京女子医科人学(循 環器小児外科)

橋 本 裕 之 北海道大学医学部(第 二外科) 濱 出 賢 治

長谷川 聡 旭川医科大学(第 一外科) 東 耕一郎 京都大学医学部(泌 尿器科)

藤 谷 佳 織 旭川医科人学大学院(内 科学第二講座) 兼 古 美 穂 旭川医科大学(小 児科)

別 府 正 幸 船 越 忠 直 北海道大学医学部(整 形外科)

堀 川 良 高 旭川医科大学(眼 科) 丸 山 直 紀 旭川医科大学(第 二内科)

増 田 佐知子 群馬大学医学部(整 形外科) 南 盛 一 旭川医科大学(第 「外科)

松 尾 卓 見 北海道大学医学部(麻 酔科) 村 山 賢 起 旭川医科大学(泌 尿器科)

村 松 治 旭川医科大学(眼 科) 本 村 亘 旭川医科大学大学院(内 科学第三講座)

室 田 栄 宏 北海道大学医学部(整 形外科) 山 口 亨 旭川医科大学(眼 科)

本 谷 匡 旭川医科大学(泌 尿器科) 山 本 ゆき了 旭川医科大学(第 二内科)

八 巻 多 旭川医科大学(第 一内科) 吉 川 大太郎 旭川医科大学(第 二外科)

吉 澤 史 子 旭川医科大学(小 児科) 吉 澤 充 代 自治医科大学

吉 田 暁 正 旭川医科大学(第 三内科) 吉 田 勝 也 自治医科大学
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譲 …・灘 灘.緩 覇 一 …
ム リ が な

氏

所

!rむ ら く み こ

名 北 村 久美子

属 地域保健看護学講座

北海道人学医学部附属看護学校

北海道立衛生学院保健婦科

北海学園大学

4月、赴任早々から授業

が続いている。看護を学

ガ
㌧

名

属

学

言

躰

と

氏

所

出

ひ

松 谷 洋 了

臨床看護学講座

トロイ ステイ ッ 大学 院

日進月歩の先端 医療 に対

応で きるところの"知 識

と技術 と真心 の看護"実

現のため、私 の愛す る若 き学生 と共に、我、旭川医大看護学

科を 口本 いいえ世界一の"21世 紀 の看護者育成 のオ リジ

ン とすべ く、我が全力を尽す覚悟 です。

出身大学

ひ と 言

ぶ学生 は、1回 生 と しての 自覚を持 ち、実 に熱心であ る。 そ

れ故に、看護大学にお ける教 育の責任の重 さを痛感 している。

新 しい組織での戸惑い もあ るが、広いキ ャンパ スで学生 と共

に学べ る環境に満足 してい る。

師
村

た
田

み
.二

堰
名"ム氏 環

所 属 数理情報科学

出身大学 北海道大学工学部

ひ と 言 専門分野 はシステムτ学

です。工学部出身の若輩

ですので、未熟 な点 が多 く、 ご迷惑をかけ る点 が多 いかと思

います。諸先生 か らのご指導、 ご鞭捲のほ どよろ しくおねが

い い た します。

鷺 … 蘇 叢 、i籍

な
名
属
学
言

騨

躰
と

ふ
氏
所
山
ひ

は しば し時間が必要 と思 われます。

完壁 にこなす 事を夢見て全てが中途半端 にな らぬ よう自戒の

毎Hで す。 マクロと ミクロを整然 と融合 させ る循環器研究を

夢みておりますが、まだまだ努力が足 りません。学生 には"分
か る講義"し か も"分 か りた くなる講義"を と思 って インパ

ク トのあ る授業 をT.」;してお りますが、 これ もまだまだです。

は せKな お ゆi

艮谷部 直 幸
第一内科
旭川医科大学大学院
研究システムの活性化と
充実を優先に生活したい
と念願していますが、病
棟医長としての臨床と講
義時間の激増した学生教
育の狭間で安定を得るに
どれも手を抜かず全てを

な
名

属

学

言

"

射

と

ム
氏

所

出

ひ

bお さeよ し のぶ

大 暗 能 伸

第一 内科

旭川医科大学大学院

臨床医の育成に は優れた

プログラムでの臨床 トレー

ニ ングが重要であ る。 し

か し、多様 に富んだ実際 の臨床 の場で は臨床 トレーニ ングを

積 んだだ けで はな く、科学 的な考 え方がで きる医師が重要 な

役割 を持っ ことが多い。柔軟で科学的 な発想 か ら臨床 がで き

るよ うに後輩を指導 したい。

茂 り'犠 橿 由 鼓 竺

所 属 第三内科

山身大学 旭川医科大学

ひ と 言 小学時代 は帯広 ア ドニス

少年少女合唱団、中学 ・

高校時代 は天文部 に所属。その ままの趣味を引 きず り、夜 は

カラオケの練習か、 自宅 に天文台を置 いて星を見てい る。 ち

なみ に昼間 は食道 と胃を見てい る。

◎
1私 岬聾

な名

属

学

言

騨

駄

と

ふ氏

所

出

ひ

たま て けん いち

玉 手 健 一

産婦人科学講座

旭川 医科大学

出生 とい う、人生 にお い

て極 めて晴 れやか なイベ

ン トに関わ りたいと産婦

人科 を選 び、気がつ くと出生前 に手を出 して いました。排卵、

受精 、着床等 の現象 は極 めて奥 が深 く、興味の尽 きな い分野

です。

聡名

属

学

言

り

駄

と

ふ氏

所

出

ひ

しゅう け のり ゆe

秀 毛 範 至

放射線科

金沢 人学

現在、放射線科 で核医学

を担 当 してお り、放射性

トレーサーを用 いた各種

臓器機能 の画像診断、特

に トレーサーの動態解析 による臓器機能 の数量化 を研究の主

題 としています。 まだまだ力不足 でご迷惑をか ける点 も多々

あるかと存 じますが、 ご指導 ご鞭提の ほどよ ろ しくお願い申

し上 げます。

r 一
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地区大学体育大会

第44回 北海道地区人学 体育 人会が、北海道教 育人学 の'11番で、

γ1111日(金)～14日(月)ま で開催 されま したQ

道内の国公私立大学46校 が参 加 し、木 学 か らは男 了10種 目、

女子5種 目に参加 して熱戦を繰 り広げ、 ソ フ トテ ニス男 了 ・女

fが それぞれ第3位 と健闘 しました、,

参加棒 目の成績 は次の とお りです。(学 生 課)

川h位

種 目
優 勝

学 院 人

準 優 勝

旭 教 大

旭川医人

第9位

第6位

男

旭 教 大

函 教 大

室L大

旭 教 大

一

学 院 人女

球

男

学 院 大
「 「「

陸1=競 技

準 硬 式 野

ソ フ ト テ ニ ス

バ スケ ッ トボ ー ル

バ レ ー ボ ー ル

・ll球

蚕

男

道T大

道医療 大

第3位

第3位

」ヒ海 学 園 道 都 木
昌rr-「 「

ベ ス ト8女

男

女

男

酪農 学 園

北海 学 圏

旭 教 人

旭 教 人
.r.一

学 院 人一 「-「.

帯 畜 大
..

北海学 園

北 大

帯 畜 大

学 園北 見

一.「.「
㎡. 「一

「..
β.. r「

.

剣 道
「 一

弓 道

サ ッ カ

ハ ン ド ボ

総 合

一

男

」ヒ 大

北 大

道 都 大
・ 一一

道 都 大

」ヒ海 学 園

学 院 人

学 園北 見

ベ ス ト8

.7

・

男

女

一

一一 ル

男

女

樽 商 人
・

道 都 人

旭 教 大

北 海学 園

北 大

第14位

第9位

(個人)陸h競 技 男子砲丸投 優勝 松尾公美浩

鋤 、

饗 沸

L

噸,

X40回 東｠r_｠」・r.生 総舗 大会(夏 季部門)

懸

第40回 東H本 医科学 生総合体 育大会(夏 季部門)が 、 東北 大

学医学部の⊥管で、7月25口(金)か ら36校 が参 加 して行 わ れ

ま した。

本学か らは男 女あわせて2b種 目に参 加、1.1,Y人 賞 な ど好 成績

を残 しま した。

参加種Hの 成績 は次 の とお りです。(学 生 課)

順 位

種 目
優 勝

昭 不ll大

筑 波 大

新 潟 大

昭 和 大 ・濁協医人

日 本 医 大

山 形 大

信 州 大

山 梨 医 人

福 島 医 大

信 州 人

III形 人

準 優 勝

筑OX大

新 潟 大

ii:,:人

福 島 医 人

新 潟 人

旭 川 医 大

新 潟 人

旭川医人

一.三
'▼

一 ..

← 一 一 一 一一.一.一 一一 ▼

一

第6位

一:

陸 上 競 技
一

男

女一
球準 硬 式 野

テ ニ ス

ソ フ ト テ ニ ス

ー

ヴ 球

バ レ ー ボ ー ル

男

女

男

女

男

女

男

女

東京女f医 人
「

北 海道 人
「

一 一

信 州 人

東 北 大

:
,

ゼ第

3位

第5位

::

=:

一

一

第3付

一L

=

コ

男 札幌医 週

女

㎜

男

東京女 」仁医大Iill形 大

誓編齋艦

バ ド ミ ン ト ン

サ ッ カ

バ スケ ソ トボ ール

柔

剣一了

1

空 手 道

水

ハ ン

ゴ ル

坐.

道
L-一 一

道

道 ↓一

警識÷ 許リ鰍一一一†

鍛鰍

福 島医 人

隔 島医 人
一

信 州 人
一一一 一 一一一 一 一

順 天堂 人

慶 応 人

・・灘 灘 レ
山 形 人

(個 人)陸i.男 子100m稲 村 純 季4位

匡髪ヒワ弓1°z〔)Orn椅 爵季寸 糸屯季…5t、'匠

陸 土 男 チ1600mR和 田 ・稲村 ・佐 々 木 ・松 尾 4位

陸L男 子 砲 丸投 松 尾 公 美浩2位

陸 上 男 子 円 盤 投 松尾 公 美浩 γ位

陸L男 一fノ、ンー7一投1『 公尾!:亡丈…浩5f立

陸L女 ∫100111石 川 千'1'・.:3位

陸L女 ∫200111!r{月 【 「「・【H2f立
バ ド ミ ン トン 女子 シ ン グル ス 奥 島 華純1仙

バ ド ミ ン トン 女子 ダ ブル ス ・.L沙 和 ・奥島 華純1位

剣 道 宇 佐 美 伸3位

… 一一一一一」

体 育 大 会 実 施 さ れ る

毎 年 恒 例 の 学 生 季 催 に よ る体 育 大 会 が 、9月1011(水)実 施

され ま した,、

'1'illは秋 晴 れ の ド
、 お 互い に 叱 咤 激 励 し合 い 、 学 年 の 名 誉 を

か け て バ ス ケ ッ トボ ー ルな ど各 種 目で 熱 戦 が 繰 り 広 げ られ 、1

H巾 歓 声 が あ が って い ま し、た、、

な お 、総 合 優 勝 は、 体 育 大 会 参 加 最 後 の年 に な る 医 学 科 第5

学 年 が 勝 ち取 り まLた.,(学 生 課)

、塗

,
暴

ー

鋼

12



「 研究i酬
放 射性 同位 元 素 研 究 施 設 技 官 鹿 島 盛 雄

RI研 究 施 設 が 共同 利 用 施 設 と して 開 設 さ れ た の は 昭

和50年ll月1日 で あ る。 現 在 の 施 設 長 は9代llの 飯 塚 一

教 授(皮 膚 科学 講 座)、 放 射 線 取 扱 主任 者 は 吉 田逸 朗 助

教 授(細 菌 学 講 座)及 び 、 副 主任 者 に は亀 下 勇 助 教 授

(生 化学 第 ・講 座)が 任 命 され て い る。 管 琿 室 の ス タ ッ フ

に は、 木 谷 教 務職 員、 鹿 島、 長 原 、 円 口 の 技 官 、 専 門 職

員 の 中尾 事務 官 が 配属 され て い る。 木 谷 嬢 は 研 究 に 没 頭

す る ノ∫で 本 施 設 新 規使 川 者 の教 育 訓 練 にtlた って お り、

放射 線 安 全 管 理 の実 務 を鹿 島 ・長 原 ・田 口 の シ ャ イ な 一三

銃Lが 励 ま し合 い 、 け な し合 い なが ら担 当 して い る。 中

尾 母 さん は、 施 設 の 花 と してRI購 入 千 続 き等 の 事務 部

門 を担 当 し、 いっ も心 に 太陽 を ・人 に は 愛 を ・唇 に メ ロ

デ ィー を(ソ ル フYイ ジ ュで活 躍 巾)信 条 と して 、 細 身

の体 に む ち打 ちな が ら一 人 で複 雑 な 業 務 を て き ぱ き と こ

な して い ます 。

当施 設 は放 射線 物質 を取 り扱 う共 同 利 用 施 設 と して の

役割 がtで あ り、 液体 シ ンチ レー シ ョ ンカ ウ ンターや オー

トウェ ル γカ ウ ン ター、 ア ミノ酸 シ ー ケ ンサ ー 、 γ線 照

射 装 嵩 、 放 射 線 画 像 解 析 装 置 等 が 設 置 さ れ て い る,、ま た
一 方 で

、 放 射 線 障 害 防 【L法と言 う法 令 の基 に 、 施 設 の 使

用 方 法 等 が 厳 し く管 理 され て い る放 射 線 施 設 で も あ り ま

す 、、中 で も圧 巻 は科 学 技 術 庁 に よ る 立 人 検 査 で 、 毎1"1こ

れ を受 け る度 に、 凄 ま じい プ レ ッ シ ャー が 重 くの し掛 か

り、 寿 命 が 縮 ま る思 いが して お ります 。

これ まで 、 多 くの方 々 に ご指 導 、 ご 協 力 い た だ き感 謝

致 します と 共 に、 これ か らの 研 究 の ニ ー ズに 答 え る共 同

利 用 放 射 線 施 設 と して ス タ ッフ… 同 努 力 し ま す の で 、 皆

様 方 の ご支 援 を よ ろ し くお願 い 申 し上 げ ます 。

幅"・円噸

釣

轍,、.:r+ t

・
義

㌦
覇

、

漁ン

J

外国人留学生 オリエンテーション

及び交流会実施 される

学彌 研究災害蟹 徴蜀

7月30[(水)外 国 人留 学 生 オ リエ ン テ ー シ ョ ン及 び

交 流 会 が、 富 良 野 市 に あ る 「富 良 野 チ ー ズL房 」 と 「ワ

イ ンll場 」 で 実 施 され ま した。

これは留学生を近郊の文化施設に案内 し、 日本を理解

してもらうとともに、指導教官 ・職 員及び留学生相互の

交流 を図 る こ とをlI的 に 毎年 実 施 して い る もの で す。

庵 ギ良 野 チ ー ズ1.li;1で は、 富 良 野 市 で 摂 れ た 新 鮮 な

牛乳からバターを作るP作 り教室を体験 し、参加 各全員

が 悪戦 苫闘 しなが らバ ター を作 りLげ 、 お 互 い に 試 食 ・

批 評 し合 い なが ら大 いに 交 流 を深 め る こ とが で き ま した。

また 、1ワ イ ンL場 」 で は ワ イ ンの製 造 工 程 ・貯 蔵 法

な どを 見学 し、 「ふ らの ワ イ ン」 に っ いて 興 味 を 深 め た

よ う で す,, (学生課)

本学は、学生の正課巾 ・課外活動中 ・通学中および大

学の授業等、学校行事または課外活動 で施設問移動中に

おける災害事故補償のために 『学生教育研究災害傷害保

険』の賛助会員人学となりド記の とお り加人受付事務等

を行 っています。本保険は、学生の互助共済を基本とし

て運営されており、学生生活中の万一の場合に備え、で

きるだけ全員の加入を勧めています。

まだ加入 していない学生、保険期間の切れている学生

は教務部学生課に申し込んで ください。

記
1,受 付期間 平成9年10月1口(水)～ 平成9年10月3m(金)

2.受 付窓ll教 務部学生課専門職員(厚 生担当)
3.保 険料(通 学中等傷告危険担保特約含む)

6年 間

5年 間

4年 間

3年 間

2年 間

1年 間

4,300円(9〔 〕OIIj)

3,750円(8001'1)

3,100円(65011」)

2,400円(500111)

⊥,650円(350円)

950円(200円)

()は 通学中等傷害危険担保特約保険料分
4.支 払い保険金の種類 と金額

種 類

牝 凸 保 険 金

'メ≦～で劉"ll数4G」

以}か 対 象

「円 ～3〔 〕万 円

口 に 一一・き4、Do餌q

通 学 中 、 大 学 の 授 業 等 、
'亀≠校 子,事 また は 葺果外r舌 測r

で 施 設 問 移 動 中

'亡麦〔治 療ll数1411

以 」 か 対 象

3ノ ノ円 、3〔}力 円

実 治 療 日数M目

以 ⊥ が 対敬
～ノフ1り:1(1ノ ノ円
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引

言卜 報

本学名誉教授 小野寺

壮吉 氏(72歳)に は、平

成9年9月5日(金)午 後
1時35分 ご逝去されました。

ここに謹んで哀悼の意を

表 します。

同氏は開学と同時の昭和48年9月29日 に内科

学第一講座教授として就任され、平成4年3月
31日停年により退官されるまで永年にわたって、

教育研究及び臨床にあたられ、本学の発展に多

大な貢献をなされました。

特に、学術研究面では循環器内科学の肺循環
に関する研究を行い、その優れた研究業績 は国

際的にも高 く評価されておりました。
また、同氏は、附属図書館長及び教育担当副

学長の要職を歴任され、道北の医療の中心 とし
ての本学の礎を築いたことは高 く評価 されてお

り、その功績はまことに顕著でありました。

(庶務課)

教 官 の 異 動
辞 職H9.7.31内 科学第二 助 教 授 衛藤

転 任H9.8.1薬 剤部 教 授 松原

〃 〃 数理情報科学

昇 任 〃

〃H9.9.1精 神 医 学

辞 職H9.9.30小 児科学

〃 〃 小 児科

雅昭

和夫

助 教授 三田村 保

副 学 長 牧野

(病院長)

教 授 千葉

講 師 東
〃 岡

昇 任H9.10.1内 科学第二 助 教 授 田中
〃 〃 小児科 講 師 矢野

勲

茂

寛

治

壽

一

隆

廣

公

一'

故 小野寺名誉教授を偲んで

羽根田 俊

本学名誉教授で当講座前教授であられる小野寺壮

吉先生が、 この9月5日(金)に 急逝されま した。

私にとって小野寺先生は20年間 に渡 る恩師であ り、

また医局員 として最初に仲人をしていただきました。

そこで、この紙面をおか りして先生 との思い出を少

し書かせていただきます。

小野寺先生は昭和48年(1973年)9月 に北海道大

学第一内科助教授より本学第一内科教授に発令され、

本学の基礎研究棟や病院の設計 ・建設や臨床実習カ

リキュラムの確立などに携わり、平成4年(]992年)

3月 に御退官されました。

当初、本学 において新 しい医学教育を実施するた

めに、先生が中心 となられ臨床実習カ リキュラムの

確立に奔走されま した。時には、その実施において、

学生、特に1、2期 生に対 しては厳 しく指導されて

お られました。医局員に対 しても現場では厳 しく指

導されておられましたが、仕事が終わ りますと医局

で ビールを飲みながら談笑 したり、時には自宅に呼

んで頂 き、食事をご馳走 してくださるなど、厳 しく

も優 しく接 して頂 きました。

そ して、本学の医師国家試験での合格率が数年間

に渡 り全国有数であった時、先生 は医局で 「ある意

味では厳 しくしてきたが、本当に良かった。先輩の

いない本学の学生がどうなるか心配だったが。 これ

で、今まで以上に本学の卒業生 も医師として自信を

持 って仕事ができるだろう。そ して、本学の学生に

とっても良い目標ができただろう。」 としみ じみと

語 っておられました。私は、 このことが厳 しくも暖

かく見守る小野寺先生 らしく、非常に印象的であっ

たため、今でもその時のことを鮮明に覚えておりま

す。

小野寺先生は御退官後 も全国各地で開催される学

会や研究会に良 く出席 され、私ども医局員の発表を

じっと見守って下 さっておられました。急逝 される

1週 間前の8月29日 にも、当教室の川辺君の発表 も

あった札幌で行われましたセ ミナーに出席されまし

た。その際、先生 とお会いしたのが、私にとって最

後となって しまいました。

この紙面では先生 との思い出を語り尽 くせません

が、長年にわたる先生の御指導、御鞭樋に深 く感謝

するとともに、 ここに謹んで先生の御冥福をお祈 り

いたします。(内 科学第一講座 助教授)

一14一


